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「秋田県生涯学習ビジョン」を策定

秋田県生涯学習推進本部「本部会議」秋田県生涯学習推進本部「本部会議秋田県生涯学習推進本部「本部会議県生涯学習推進本部「本部生涯学習推進本部「本部 」」

16年ぶりに開催

　秋田県生涯学習推進本部は、「秋田県生涯学習ビジョン」

を新たに策定しました。

　ここで掲げるのは、「知と行動の結びついたクリエイティ

ブな循環型社会」です。全国に先駆けて生涯学習に取り組

んできた生涯学習先進県である本県の、生涯学習の将来像

を明らかにし、今後の方向を見極める独自のビジョンです。

めざす人間像は「行動人」めざす人間像は「行動人」めざす人間像は「行動人」
　このビジョンは、「学んだことを行動に結びつける」とい

う点を重視し、県民一人ひとりの行動力が結集して、活力

ある秋田をつくる原動力になることを期待するものです。

そのために、「すべての県民が行動人」になることを、めざ

す人間像として掲げます。

「行動人」とは「行動人」とは「行動人」とは
　「行動人」とは、知と行動の結びついたクリエイティブな循環型社会の担い手です。例えば、昔ながらの秋田

のよさを守り伝える人、秋田のよさを再発見して広める人、新しい秋田のよさを創る人をイメージしています。

周囲を見回してみると、日々の生活の何気ない場面で、学校や社会や自らの学びの中で得たことを生かして行動

し、様々な形で人々の役に立っている人がたくさんいます。こうした人が、まさに「行動人」です。まずは、県

民が「行動人」を意識し、県民自らも「行動人」となっていくことができるようめざします。

　秋田県生涯学習推進本部は、10月11日（火）に、本部会議
を開催しました。

　本部長である佐竹知事から、「『グロス・ハピネス』は『しあ

わせの総和』といった意味で、経済や環境、文化、コミュニ

ティ、安心など全体としての生活の幸福感を実感し、一人

ひとりのしあわせが集まってみんなのしあわせになるとい

う考え方である。生涯学習も一人ひとりの学習が集まってみんなのしあわせになるという話だと考える。新しく

策定した『秋田県生涯学習ビジョン』のもと、生涯学習の意識をもって取り組んでいこう。」と指示がありました。

こうどうびと

このページで紹介した話題については、「美の国秋田ネット　生涯学習課ホームページ」で御覧ください。このページで紹介した話題については、「美の国秋田ネット　生涯学習課ホームページ」で御覧ください。

▲本部長である佐竹知事から指示がありました 
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今年度行われた講座を、参加した子どもたちの声とともにお届けします。

　美の国キッズ＆ユース・カレッジ大潟キャンパス「めざせ！ジュニアマ
イスターズ」歴史編が８月10日（水）に開催されました。
　参加者は、小学校３年生から６年生までの13名、地域マイスター養成講
座受講者４名と、案内ボランティア等、スタッフ12名、計25名で大潟村と
その周辺をまわり、大潟村の歴史を学習しました。
　子どもたちも安全に楽しく日程を終えられたことに満足している様子で
した。

今年度行われた講座を、参加した子どもたちの声とともにお届けします。今年度行われた講座を、参加した子どもたちの声とともにお届けします。

美の国キッズ＆ユース・カレッジ

　今日楽しかったり、びっくりしたことが二つあります。一つ目は、海抜０

メートルです。大潟富士が０メートルなのは知っていたけど、新体育館のゆ

かの高さと干拓記念碑が同じ高さというのは初めて知って、このことにはび

っくりしました。

　二つ目は、三倉鼻のことです。大潟村の干拓の堤防をつくるのに必要で山

をほったのは分かるけれど、あれくらいへこむなんてびっくりしました。１

日だったけど、新しいことがわかりおもしろかったです。 （６年生）

　美の国キッズ＆ユース・カレッジ八峰キャンパス「八森・峰浜・八峰を
味わうぞ！」が８月６日（土）と９月23日（金）に行われました。
　８月の「八森の海の観察・岩場を探検しよう」には小学校低・中学年と
その保護者12名が参加し、貝捕りや生物観察、汁物作りにチャレンジしま
した。
　９月の「峰浜の秋を食べるゾ！」では小学校低・中学年と保護者合わせ
て25名が参加し、梨狩りやシイタケ狩り、梨を使ったスイーツ作りに挑戦
しました。
　２月には「八峰の冬昔遊び」が開催される予定です。

　海に飛び込んだのが楽しかった。八森の海がとてもきれいで、いろんな貝

を捕ることができてよかった。 （２年生）

　梨狩りが楽しかった。木から直接もいだので梨がすごく新鮮だった。

 （１年生）

　梨を使ったケーキみたいなのがとてもおいしかった。 （２年生）

　美の国キッズ＆ユース・カレッジ大仙キャンパス「夏休みわくわく体験教室」
が７月26日（火）、８月２日（火）、８月９日（火）の３日間で行われ、のべ48名の小
学生が石器作り、大仙の盆踊り、大仙の郷土料理に挑戦しました。

　最初はどんな形になるかとても心配したけど、自分なりによくできた。とても

楽しかった。 （石器作り：４年生）

　角間川盆踊りはとても難しかったが再度チャレンジしたい。 （５年生）

　「花火の街大曲」は楽しく踊れた。盆踊り大会当日は友達と踊ってみたい。

 （４年生）

　笹巻きはとても難しかった。笹巻きとおやき以外の大仙の郷土料理をつくって

みたい。 （６年生）


